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盟
轟

毎
十
　
世
市
男

原
水
爆
禁
止
な
決
議

矛六回臨時市議会

請
願
は
継
続
審
議
と
な
る

　
去
る
十
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
両
日
第
六
回
市
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ノ

議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

第
聯
日
目
は
環
境
衛
生
に
つ
い
て
反
教
、
厚
生
委
員
∬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
－

会
の
審
査
報
告
が
ま
ず
行
わ
れ
、
総
務
財
政
委
員
会
よ
カ

り
市
の
本
年
度
財
磨
つ
い
て
馨
が
あ
り
茨
い
農

盤
馨
擁
蕎
の
応
覆
銭
続
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∬

い
て
道
路
改
修
な
ど
請
願
・
原
水
爆
禁
止
、
診
療
報
酬
穿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賃

引
上
げ
反
対
等
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
麓

塾
鮨
舗
梅
繍
鱗
欝
麟
熈

す
る
決
議
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
算

議
会
の
主
な
も
の
を
あ
げ
ま
す
と
、
一
二
、
改
善
を
必
要
と
す
る
も
の

環
境
衛
生
改

善
の
必
要
点

環
境
衛
生
に
つ
い
て
小
川
交
教
厚
生

委
員
長
よ
り
左
の
要
旨
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

一
、
予
算
処
置
を
必
要
と
す
る
も
の

　
0
下
水
の
漁
化
の
年
次
計
画
が
必

　
要

　
②
蚊
、
蝿
、
ネ
ズ
ミ
、
駆
除
の
徹

　
底
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い

地
区
衛
生
組
合
の
育
成
強
化
を
図
虹

す
み
よ
い
郷
士
建
設
の
実
践
を
お
し

す
、
め
る
こ
と
、
卜
畜
場
、
火
葬
場

レ
ン
ト
ゲ
ン
、
清
掃
指
導
員
な
ど
の

設
置
を
考
慮
す
る
こ
と
。

　
　
、
9
’
」
『
一
噺
・
，
’
σ
’
噺
9
一
」
σ
、
6
ノ
～
ρ
，

晦
灘
繋

費
診

　
　
　
　
　
　
　
け
な
か
っ
た
方

断
綬

　
　
　
　
　
　
　
は
日
割
表
を
見

　
　
　
　
　
　
　
て
受
診
さ
れ
る

診
と

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
お
願
い
し

の
癒

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
結
核
患

　
　
　
　
　
　
　
者
家
族
の
方
に

棲
者

　
　
　
　
　
　
　
は
カ
ー
ド
が
戸

　
　
　
　
　
　
　
別
に
配
布
さ
れ

結
患

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
か
ら
持
参

　
　
　
　
　
　
　
下
さ
い
．

ミ

　
食
生
活
の
合
理
化
、
台
所
の
改
讐

顧
介
の
処
理
な
ど
十
項
目
が
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

三
、
対
策
の
検
討

　
散
水
自
動
車
の
運
営
、
保
健
婦
活

動
、
水
洗
便
所
な
ど
の
対
策
に
つ
い

て
指
摘

四
、
社
会
教
育
に
取
入
れ
て
慾
し
い

も
の

　
食
生
活
と
保
健
知
識
な
ど
五
項
目

い
づ
れ
も
衛
生
教
養
の
向
上
を
図
る

よ
う
に
し
た
い
こ
と
。

五
、
関
係
官
庁
に
お
願
い
し
た
い
も

の　
食
品
販
売
業
者
の
衛
生
及
び
交
通

　
そ
の
他
の
指
導
な
ど
三
件
、
指
導

と
取
締
な
ど
強
化
を
図
っ
て
い
た
狩

き
た
い
こ
と
な
ど
沢
山
の
改
善
す
べ

き
点
の
寝
告
が
あ
り
ま
し
た
。

｝
憂
慮
す
べ
き

一
本
年
度
財
政

次
い
で
竹
内
総
務
財
政
委
員
長
よ
り

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
（
本
年
十
月
一
日
現
在
調
）

　
一
、
一
般
会
計
歳
入
（
単
位
千
円
）

予
算
現
額
　
　
　
二
三
〇
、
七
八
四

収
入
済
額
　
　
　
一
〇
二
、
八
五
五

［年
度
内
収
入
見
込
額

　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
、
六
二
九

｝収
入
額
計
　
　
　
二
二
九
、
四
八
六

・
過
不
足
額
　
　
　
　
△
一
、
二
九
八

戴
出
…
q
七
八
四

麦
出
済
額
　
　
　
九
て
O
O
O

年
度
内
友
出
見
込
一
三
八
、
三
六
一

友
出
額
計
　
　
　
二
二
九
、
三
六
一

過
不
足
　
　
　
　
　
△
一
、
四
二
三

二
、
特
別
会
計
（
単
位
千
円
）

歳
入
歳
出
予
算
現
額
三
八
、
四
〇
〇

　
　
歳
入

収
入
済
額
　
　
　
　
二
四
、
O
O
O

一
年
度
内
収
入
見
込
額
一
四
、
四
〇
〇

，
ノ
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一
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表程　　日

日1地区i会
会　　場　　　時　　間

六箇出張所　　9、30（ゴ11．00

飛一小学校　　重0・00’》11．00

中条中学校　　13．30《・15・30
　　　　　　ケ
下条小学校　110．00’）！2。00

東下組小学校14．00’｝15．30

吉田中学校　「10．00’｝15．00

名力山小学校　9．30’》11．00

真田小学校　 13．30《司6．00

川治公民舘　　10．00《・15．00

月

大井田小学校19。30’》1LOO

十日町保健所l　lO．00’》15。OO

箇
渡
条
条

」
怜
飛
中
下

め
別
〃
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〃

n
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ll

〃東下組

2吉田
3i名ケ山
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41川治
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〃
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2
1
2
　
〃
珍
　
1
2
　
⑫

予
算
現
額
に
対
す
る
過
不
足
　
i

　
歳
出

麦
出
済
額
　
　
　
　
一
九
、
五
〇
四

年
度
内
麦
出
鼠
込
額
に
対
す
る
過
不

足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

歳
入
歳
出
過
不
足
　
　
　
　
　
ー

調
査
は
以
上
の
よ
う
空
あ
る
が
平
衝

交
付
金
の
減
少
見
込
の
た
め
特
別
平

衡
交
付
金
の
決
定
の
い
か
ん
に
ょ
っ

て
は
、
憂
慮
す
べ
き
状
態
に
壷
到
る

こ
と
も
図
り
知
れ
な
い
の
で
十
分
そ

の
対
策
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

市
政
に
対
し

活
溌
な
質
問

一
艘
質
間
は
塩
川
議
員
力
0
公
明
選

挙
運
動
盟
公
明
選
挙
運
動
は
選
管
の

み
に
ま
か
せ
す
社
会
数
育
関
係
で
も

取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
現
任
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
。

　
②
共
同
募
金
附
街
頭
募
金
を
廃
止

し
て
戸
別
募
金
の
趣
旨
が
徹
底
を
欠

い
て
い
る
の
で
そ
の
指
導
は
ど
の
よ

う
に
し
た
か
。

　
答
①
公
明
選
挙
運
動
に
は
常
時

霧
関
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
べ
き

　
で
有
効
噸
切
な
運
動
を
展
開
い
た

　
し
た
い
。

　
②
募
金
の
．
趣
旨
の
徹
底
に
市
政
だ

　
よ
り
回
状
、
懇
談
会
な
ど
を
設
け

　
天
下
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
十
分

　
留
意
し
て
い
る
。

一
竹
内
議
員
①
八
事
異
動
確
適
材

　
㎜
適
所
の
八
員
配
置
と
思
わ
れ
な
い
。

㎝
優
秀
な
技
術
煮
を
必
要
と
す
る
い
」
こ

［
ろ
に
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
様

扉
騰
騰
綴
翻
脇

一
れ
等
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
た
の
か
。

謙
型
‡
護
叢
製
芝

一
と
桀
難
難
羅
じ

一
　
　
　
　
　
！
ー
－

ー
…
…
ー
－

サ

法
を
守

　
　
　
農
地
を

近
頃
許
司
准
受
け
な
い
で
田
圃
や

一
て
要
望
事
項
を
と
っ
て
い
る
が
、
ど

｝
う
い
う
方
針
で
選
択
す
る
の
か
、
市

内
の
各
学
校
で
は
プ
ー
ル
の
建
設
を

一
慾
し
て
い
る
が
、
三
十
三
年
度
か
ら

一．
年
次
計
画
で
助
成
措
置
を
講
じ
て
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
0
広
い
視
野
を
も
っ
た
職

員
を
養
成
す
る
こ
と
を
根
本
方
針

と
し
て
信
念
を
持
っ
て
行
っ
た
人

事
で
あ
る
。

②
地
区
の
薦
望
を
厳
纒
め
議
会
、

建
設
委
員
会
に
図
り
決
定
す
る
。

ブ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て
は
助
成

措
置
を
講
じ
逐
次
設
置
す
る
考
で

あ
る
。

大
島
議
員
①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購

り
’

愛
し
ま
し
ょ
う

．
畑
を
宅
地
に
し
た
り
な
ど
、
叉
勝
手
『

に
売
買
す
る
な
ど
、
無
許
司
で
す
る

｝
方
が
あ
り
ま
す
の
廼
県
の
農
業
会
議

一
で
は
こ
の
よ
う
な
違
反
者
に
は
断
呼

ノ
葦
〆
f

産
米
出
荷

　
　
　
第
二
次
豫
約
に
つ
い
て

　
延
々
続
く
産
米
出
荷
の
行
列
は
、

農
民
の
汗
の
結
晶
で
す
。
本
年
は
春

以
来
病
虫
害
の
大
発
生
と
天
候
不
順

が
予
想
さ
れ
、
収
穫
の
減
収
が
懸
念

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
懸
命
な
病
虫

害
の
防
除
を
箋
鵬
し
て
、
被
轡
を
最

少
限
に
喰
い
止
め
て
、
三
年
連
続
の

豊
作
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
の
産
米
予
約
量
は
八
月
十
五

日
現
在
（
第
一
次
予
約
締
切
日
）
で

一
万
五
千
七
百
四
士
ハ
石
四
斗
に
達

し
ま
し
た
。
こ
の
中
十
月
三
十
一
日

現
在
歪
既
に
一
万
五
千
五
十
四
石
四

斗
（
予
約
量
の
九
十
五
％
）
が
売
霞

済
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
作
柄
が
非
常
に
良
か
っ
た

の
で
、
尚
相
当
雄
の
売
渡
し
が
出
来

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
要

領
で
第
二
次
予
約
を
受
付
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

①
予
約
期
間
、
十
一
月
三
十
日
ま
で

②
概
算
払
の
措
置
を
講
じ
ま
せ
ん
が

石
当
百
円
の
予
約
奨
励
金
並
に
所

　
得
税
の
軽
減
措
置
等
、
他
は
皆
一

　
次
予
約
と
同
じ
条
件
で
す
．

0
予
約
に
当
っ
て
は
、
十
一
月
五
日

　
ま
で
の
超
遇
売
渡
し
分
と
の
重
複

　
予
約
の
な
い
様
注
意
し
て
下
さ
い

た
る
処
置
を
と
る
こ
と
を
淡
議
し
た

そ
う
で
す
。

　
農
地
は
農
民
自
ら
が
守
る
も
の
な

の
に
簡
単
な
気
持
で
、
無
断
で
つ
ぶ

し
た
り
、
売
買
す
る
こ
と
は
誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
。
農
業
委
員
会
は
農

地
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
い
話
相
手
に

な
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
す
ぐ
に
相
談
し

て
法
律
で
罰
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
次
の
乙
と
は
必
ず
守
っ

て
農
葉
委
員
会
に
相
談
し
て
知
事
の

許
司
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。一

、
農
地
を
無
断
で
つ
ぶ
さ
な
い
こ

と
。

二
、
小
作
地
を
無
断
で
取
上
げ
た
り

返
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

三
、
き
め
ら
れ
た
小
作
料
を
勝
手
に

変
え
な
い
こ
と

四
、
無
断
で
農
地
を
売
買
し
な
い
こ

と
。

五
、
農
地
を
無
断
で
貸
し
た
り
借
り

た
り
し
な
い
こ
と
。

　
違
反
者
は
体
刑
や
罰
金
刑
を
受
け

ま
す
。

皿
会
計
窓
口
よ
り
　
㎜

㎜
◎
一
般
霧
　
　
　
　
㎜

鼎
本
庁
麦
払
は
五
日
、
十
五
日
・
　
㎜

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

㎜
　
　
　
二
＋
五
日
　
　
　
㎜

…
出
張
所
麦
払
＋
日
、
二
士
百
㎜

旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湘

㎜
（
日
曜
、
祭
日
は
翌
日
麦
払
）
　
㎜

㎜
　
電
話
運
絡
は
以
後
省
略
さ
せ
　
崩

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

冊
　
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
㎜

M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

｝
　
　
窃
役
所
収
λ
役
室
㎜

入
経
過
”
ニ
ッ
サ
ン
よ
り
購
入
前
に

他
か
ら
も
見
積
り
を
と
っ
た
か
、
リ

ン
カ
ー
ン
を
十
五
万
円
で
ニ
ッ
サ
ン

に
引
取
ら
せ
た
理
由
と
バ
ス
購
入
を

急
い
だ
わ
け
②
飯
山
線
、
上
越
西
線

の
運
動
の
進
め
方
”
上
越
西
線
の
運

動
か
ら
飯
山
線
改
善
に
運
動
を
切
替

え
た
理
由
の
質
問
が
あ
り
。

　
答
①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
他
社

　
の
見
積
り
も
取
っ
た
。
種
々
検
討

　
の

結
果
ニ
ッ
サ
ン
を
購
入
し
た
。

　
乗
用
車
の
リ
ン
カ
ー
ン
は
こ
の
際

　
ニ
ッ
サ
ン
に
買
ヒ
げ
て
も
ら
い
、

　
結
局
滞
納
が
十
五
万
円
だ
け
整
埋

　
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
は
本
年
度
事

　
業
計
画
で
あ
り
起
債
の
関
係
も
あ

　
り
、
▽
〈
学
校
統
合
に
よ
り
児
童
の

　
輪
送
に
一
日
も
不
便
を
か
け
さ
せ

　
ま
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
②
上
越
西
線
は
十
分
な
成
果
を
期

　
し
て
運
動
し
て
参
っ
た
の
で
あ
る

　
が
、
現
段
階
で
は
飯
山
線
の
改
善

　
運
動
を
先
に
や
っ
た
万
が
ひ
い
て

　
は
上
趣
西
線
を
も
有
利
な
状
態
に

　
導
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
村
山
議
員
　
①
中
条
出
、
張
所
地
籍

事
務
の
本
庁
移
管
”
い
か
な
る
理
由

を
も
っ
て
考
慮
が
な
さ
れ
た
の
か
②

道
路
補
装
工
歯
”
田
川
橋
本
町
六
丁

目
間
道
路
補
装
は
い
か
な
る
理
由
に

ょ
り
未
着
手
で
あ
る
の
か
。

地
籍
の
移
管
は

登
記
事
務
上

　
答
　
　
①
住
民
に
当
座
は
不
便
を

　
感
じ
さ
せ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

　
農
業
委
員
会
、
登
記
所
等
に
対
す

　
る
関
係
上
本
庁
で
一
貫
し
た
販
扱

　
い
に
よ
り
完
全
な
事
務
処
理
が
で

　
き
る
の
で
、
移
管
す
る
こ
と
は
よ

　
り
市
民
に
対
す
る
真
の
サ
ー
ビ
ス

　
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
②
県
の
事
業
で
あ
る
の
で
再
三
督

　
促
し
て
い
る
が
、
ま
だ
着
工
の
状

　
態
に
い
た
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

　
尚
強
く
県
当
局
に
申
し
入
れ
を
す

　
る
．

　
大
淵
議
員
　
0
昭
和
三
十
三
年
度

都
市
計
画
事
藁
予
算
編
成
と
②
新
市

建
設
計
画
の
そ
の
後
の
状
況
を
き
き

た
い
。

　
答
　
①
②
目
下
の
と
こ
ろ
案
を

　
作
成
検
討
中
で
あ
る
。

　
近
藤
議
員
0
市
財
政
に
つ
い
て

闘
本
年
度
財
政
計
画
に
つ
い
て
健
全

財
政
を
推
進
す
る
よ
う
声
明
さ
れ
て

い
た
が
、
脊
以
来
の
災
害
等
の
続
出

に
よ
り
才
出
に
お
い
て
多
額
の
追
加

支
出
が
あ
り
今
后
の
追
加
も
予
想
さ

れ
る
が
、
当
局
の
対
策
と
見
通
し
は

如
何
②
耕
地
災
警
復
旧
旺
儒
濃
川
沿

岸
の
耕
蜘
復
旧
事
業
は
年
間
二
ヵ
所

の
着
工
を
鼠
、
欣
快
と
し
て
い
る
が

尚
数
ヵ
所
の
未
着
工
の
災
害
地
に
つ

い
て
当
局
の
対
策
を
承
り
た
い
。

　
答
　
0
消
費
的
経
費
の
節
減
を

　
図
り
、
特
別
平
衡
交
付
金
の
変
付

　
（
来
年
三
月
決
定
）
に
ょ
っ
て
お

　
＼
む
ね
健
全
財
政
は
保
持
で
き
る

　
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
②
現
任
未
着
工
の
所
が
三
地
区
二

　
十
町
歩
あ
り
、
財
政
事
情
を
考
慮

　
の
上
着
工
し
た
い
。
女
建
設
省
の

　
堤
防
復
旧
工
事
の
進
め
力
に
よ
っ

　
て
は
外
に
四
－
五
十
町
歩
の
対
象

　
が
あ
る
が
乙
れ
も
復
旧
工
事
の
進

　
展
と
合
せ
て
考
慮
し
た
い
。

追
加
更
正
予

算
を
承
認

一
般
会
計
の
追
加
更
正
予
算
額

　
　
　
　
四
、
六
七
四
、
五
〇
〇
円

　
　
内
訳

市
役
所
費
一
、
二
九
五
、
O
O
O
円

土
木
費
　
一
、
五
五
九
、
O
O
O
円

（
道
路
維
持
費
、
区
画
整
理
費
等
）

教
育
費
　
ス
〇
九
二
、
O
O
O
円

（
小
中
学
校
営
繕
、
需
用
費
等
）

社
会
労
働
施
設
費
そ
の
他

　
　
　
　
　
七
二
八
、
五
〇
〇
円

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
願
入
、
二
子
線
道
路
改
修
に
つ

い
て

二
、
東
下
組
小
学
校
ビ
ア
ノ
購
入
に

つ
い
て

三
、
轟
木
、
慶
地
線
改
良
に
つ
い
て

　
紹
介
議
員
よ
り
講
願
説
朋
が
あ
り

ま
し
た
が
、
交
教
厚
年
委
員
会
、
建

設
委
員
会
等
そ
れ
ぞ
れ
関
係
委
員
会

に
附
託
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
発
議
の
原
水
爆
禁
止
に
関
す

る
決
議
と
診
療
報
酬
引
上
げ
反
対
決

議
に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
．
な
お
原
水
爆
禁
止
に
関

す
る
決
議
に
伴
い
運
動
促
進
に
関
す

る
決
議
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

請
願
そ
の
他
に
つ
い
て

一
、
稲
荷
町
一
丁
目
側
溝
工
亭
継
続

に
関
す
る
件
に
つ
い
て

二
、
柴
倉
線
（
柴
倉
部
落
道
路
）
改

修
に
つ
い
て

　
讃
願
は
建
設
委
員
会
附
託
と
な
り

ま
し
た
。

　
岨
　
【
一
呂
日
】
　
　
　
　
　
…

　
　
　
▽
十
日
町
小
学
校
芸
能
祭
川

　
　
　
展
覧
会
　
　
　
　
　
　
曲

　
　
　
▽
十
日
町
中
学
校
十
周
年
…

　
　
　
記
念
展
覧
会
　
　
　
　
川

　
　
　
▽
下
条
中
学
校
学
芸
会
　
…

　
　
　
▽
十
日
町
高
等
学
校
反
化
…

　
　
　
祭
　
（
於
以
上
各
校
女
舎
）
帥

　
　
　
▽
菊
花
陳
列
会
　
　
　
曲

　
　
　
　
　
（
於
正
念
寺
憶
内
）
…

　
　
　
▽
市
民
O
“
野
球
大
会
　
剛

　
　
　
（
於
城
力
斤
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
…

　
　
　
▽
第
三
回
市
民
庭
球
大
会
個

　
　
　
（
於
城
力
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
一

　
　
　
▽
第
五
回
市
民
バ
レ
ー
ポ
巾

　
　
　
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
（
於
十
日
町
高
校
）

　
q
　
　
　
▽
世
界
旧
川
幽
鴫
樹
淵
股
卵
覧
会

事
（
於
吉
町
小
毯

　
　
　
【
九
・
＋
已
】

行
灘
螺
軌
騨
日
酊
小
…

　
　
　
▽
川
治
地
区
農
棊
祭
第
一
叩

な
会
場
（
於
川
治
小
着
川

　
　
　
9
日
“
①
講
、
演
②
勤
劣
感
川

［
彩

　
　
　
謝
の
ダ
（
映
画
）
　
　
　
坤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
第
二
会
場
（
於
八
箇
小
学
掴

　
　
　
校
）
1
0
日
”
①
農
業
品
評
…

多
醸
灘
辮
雛
罐
糠
…

　
　
　
夕
（
映
画
）
　
　
　
帥

の
▽
中
条
中
学
撃
周
無

　
　
　
念
展
覧
会
（
於
同
校
校
舎
）
脚

秋
耽
麹
叢
区
肇
靴

　
　
　
合
品
評
会
（
於
飛
二
小
学
…

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

置
㌧
校
）
①
農
産
物
品
評
会
②
…

　
　
　
家
畜
共
進
会
③
大
小
農
機
剛

し
鼠
．
展
変
④
峯
霧
品
卵

　
　
　
陳
列
試
験
成
績
の
展
示
⑤
M

　
　
　
映
画
教
室
及
録
音
放
送
　
…

々
【
＋
五
・
＋
杏
認

　
　
　
▽
下
条
地
区
農
民
祭
第
【
…

華
　
　
　
会
場
　
（
於
下
条
中
学
校
）
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
汚
日
“
①
農
林
産
物
品
評
叩

　
…
　
会
　
協
日
“
①
品
評
会
出
梱

　
臨
一
一
一
＝
＝
一
＝
＝
冒
ζ
3
3
ニ
マ
昌
＝
昌
二
”
＝
晶
二
一
＝
弔
．

　
　
品
物
即
売
会
②
オ
ー
ル
下
閲

　
　
条
野
球
大
会
　
　
　
　
曲

　
　
第
二
会
場
（
於
下
条
小
学
…

　
　
校
）
5
日
四
①
学
童
展
覧
卿

　
　
会
②
牛
花
展
③
写
真
展
④
削

　
　
学
芸
会
⑤
農
機
具
展
示
会
棚

　
　
⑥
民
踊
大
会
　
b
日
脆
①
伽

　
　
演
芸
会
（
浪
曲
、
万
才
、
…

　
　
百
面
相
）
　
　
　
　
　
恥

　
　
【
二
十
三
日
】
　
　
　
…

　
　
▽
青
田
南
部
地
区
農
葵
祭
剛

　
　
　
　
（
於
鐙
島
小
学
校
）
…

　
　
①
水
稲
増
収
共
進
会
表
彰
刺

　
　
式
②
青
年
部
農
事
研
究
発
圃

　
　
表
会
③
農
民
芸
能
祭
④
農
…

　
　
藁
改
良
技
術
研
究
展
示
会
…

即
三
三
…
7
…
三
、
，
一
三
三
餌
三
三
…
c
・
㍉

3日正念寺境内の菊花陳列会3日下條中学校の学芸会3日十日町小学校の展覧会
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優
良
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
地
区
の
予
選
に
八
名
入
選

　
去
る
十
月
二
十
九
日
郡
市
赤
ち
ゃ

ん
コ
ン
ク
ー
ル
が
十
日
町
公
民
舘
に

お
い
て
郡
市
内
よ
り
選
ば
れ
た
四
†

三
名
の
優
良
赤
ち
ゃ
ん
の
第
二
審
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
入
選
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は

十
五
名
で
そ
の
う
ち
市
内
で
は
次
の

優
良
赤
ち
ゃ
ん
八
名
が
入
選
す
る
と

い
う
好
成
績
で
し
た
。

入
選
赤
ち
ゃ
ん
氏
名

町
名
　
月
齢

四
日
町
　
一
〇
・
五

高
山
五
　
七
・
O

枯
木
女
　
七
・
O

．

五
軒
漸
田
九
・
〇

四
日
町
四
九
・
五

四
日
町
四
九
・
五

氏
名

小
川
　
　
明

村
山
一
比
古

阿
部
伊
依

大
熊
　
功

滝
沢
伸
子

滝
沢
郁
子

漉
野
十
一
・
O
井
川
明
美

新
水
十
一
・
O
橋
本
歌
子

　
審
査
結
果
は
審
査
員
の
医
師
よ
り

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
の
赤
ち

ゃ
ん
は
皆
優
秀
な
赤
ち
ゃ
ん
ば
か
り

で
優
劣
を
付
け
難
く
困
っ
た
そ
う
で

す
．

　
最
近
は
お
母
さ
ん
方
の
育
児
に
対

す
る
関
心
が
非
常
に
向
上
し
て
、
母

親
は
か
り
で
な
く
一
塚
上
げ
て
の
育

児
に
努
力
な
さ
れ
て
お
り
赤
ち
ゃ

ん
の
体
位
は
向
上
し
ま
し
た
。
健
康

で
明
る
い
人
間
を
つ
く
る
に
は
、
こ

の
可
愛
い
い
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
初

じ
ま
っ
て
い
る
の
で
す
．
離
乳
も
積

極
的
に
行
い
日
光
浴
、
赤
ち
ゃ
ん
体

操
、
予
防
接
種
も
進
ん
で
受
け
る
な

『
い
　
趣
旨

、
顧
…
灘
講
膿
灘
麓

お
ぴ
喬
の
と
蓼
驚

の
管
理
を
は
な
れ
・
一
切
国
家
か
ら

の
補
助
は
絶
え
二
、
百
万
柱
に
及
ぶ
今

次
大
戦
争
の
合
杞
奉
斎
も
満
足
に
出

来
な
か
，
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
昭
和
二
十
八
年
に
国
民
各
万
面
の

有
志
に
よ
り
「
靖
国
神
社
奉
賛
会
」

が
結
成
さ
れ
て
、
広
く
国
民
運
動
と

ど
不
断
の
親
の
育
児
へ
の
関
心
か
ら

で
す
。

　
立
派
な
社
会
人
と
な
る
こ
の
ス
タ

ー
ト
を
心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
〔
写
真
は
第
二
審
査
会
場
〕

「
列
引
い

』む年玉年賀はがぎ
　　　　　発　売　中

寄付金付五円はがきは「梅にうぐい
の図案」寄付金なし四円はがきは「
士山の図案」です。どちらもお年玉
じの抽せん券付きです。売り切れな
うちにお求め下さい。

　　　各郵便局・切手売さばき所一

親
し
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
盆

神
明
町
に
開
設
さ
れ
て
い
る
公
益
質

屋
は
市
民
の
金
融
相
談
所
と
し
て
親

し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
利
用
さ

れ
て
お
る
方
は
五
百
世
帯
で
す
。
簡

易
な
融
資
機
関
と
し
て
皆
さ
ん
の
ご

利
便
を
計
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
乙
利
用
下
さ
い
。

1
営
業
時
間
は
朝
八
時
半
よ
り
夕
方

五
時
ま
で
。

2
毎
日
曜
日
祝
日
と
正
月
三
日
間
は

　
休
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

　
す
。

3
貸
付
額
は
一
口
二
千
円
以
上
一
世

帯
一
万
円
末
満
で
す
。

4
利
子
は
月
三
分
半
月
計
算
さ
せ
て

　
い
た
＞
い
て
お
り
ま
す
。
扶
助
世

　
帯
の
方
は
月
二
分
で
す
。

5
質
物
は
衣
類
装
身
具
嘱
家
具
、
無

　
記
名
債
券
、
其
の
他
一
般
動
産
。

6
流
質
の
期
限
は
四
ヵ
月
で
す
．

7
ご
利
用
の
際
は
飯
米
通
帳
又
は
身

　
分
．
証
明
書
、
健
保
の
保
険
証
な
ど

　
市
民
で
あ
る
と
い
う
証
明
で
き
る

　
も
の
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

8
お
預
り
し
た
質
物
は
天
災
地
変
、

　
ね
す
み
喰
、
虫
喰
、
斑
痕
、
変
色

　
な
ど
の
責
任
わ
負
わ
な
い
こ
と
に

し
て
全
国
に
浄
財
を
仰
ぎ
英
霊
の
合
せ
た
い
念
願
で
各
県
に
早
急
に
麦
部

杞
診
拝
、
遺
族
の
接
侍
、
社
頭
の
整
を
結
成
す
る
ご
と
に
な
っ
た
訳
で
あ

備
な
ど
緊
急
切
実
な
問
題
を
解
決
し
り
ま
す
。
奉
賛
会
の
総
予
算
は
六
億

て
殉
国
の
英
霊
に
対
し
奉
慰
顕
彰
の
七
千
万
円
で
本
県
目
標
額
は
二
千
五

靖
国
の
奉
賛
会
募
金

実
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
う
た
の
で
あ

り
ま
す
．

現
在
末
合
杞
七
十
万
柱
（
内
本
県
分

二
万
柱
）
が
あ
り
ま
す
．
少
な
く
も

一
、
二
年
の
間
に
全
部
合
杞
を
す
ま

百
六
十
五
万
円
矩
す
。
十
日
町
市
目

標
額
は
三
十
一
万
三
千
九
百
円
で
、

一
口
五
十
円
当
り
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
十
一
月
中
に
戸
別
募
金
を
す
る
こ

　
　
　
い
る

　
　
　
　
質

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ミー斉にネズミ退治．

みんなが揃って住みよい街に

屋
人
間
の
数
の

約
＋
倍
も
い
る

と
云
わ
れ
て
い

る
ネ
ズ
ミ
族
、

こ
の
ネ
ズ
ミ
に

ょ
っ
て
人
間
の

被
害
は
莫
大
な

数
字
が
予
想
さ

れ
て
お
り
ま

す
。
住
み
ょ
い

郷
土
建
設
嚢

の
重
点
と
し
て

市
内
一
斉
に
ネ

ズ
ミ
退
治
運
動

を
輿
践
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
．
各
地
区
の
衛
生

組
合
は
ネ
ズ
ミ
退
治
に
最
高
度
の
効

果
を
表
す
よ
う
皆
な
揃
っ
て
一
斉
に

行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
近
く
塞
鵬
に
対
す
る
薬
剤
の
斡
旋

と
ネ
ズ
ミ
駆
除
の
具
体
策
に
つ
い
て

衛
生
課
よ
り
各
衛
牛
組
合
に
δ
依
頼

申
上
げ
ま
す
。
何
卒
δ
協
力
の
ほ
ど

あ
ら
か
じ
め
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
何
卒
本
会

の
趣
旨
に
ご
賛
同
下
さ
い
ま
し
て
、

浄
財
を
奉
献
し
靖
国
神
社
奉
賛
の
実

が
挙
る
よ
う
皆
さ
ん
方
の
δ
協
力
を

懇
願
申
上
げ
ま
す
。
奉
賛
会
十
日
町

麦
部
委
員
で
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
の
市

政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
近
六

各
戸
へ
募
金
に
参
上
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。
何
卒
ご
協
力
下
さ
る
よ
う

お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

（
靖
國
神
社
奉
賛
会
十
日
町
畜
）

［
該
当
謡
雛
申
告
］

　
皆
さ
ん
が
家
屋
を
建
築
、
増
築
な

ど
な
さ
れ
ま
す
と
所
有
者
は
一
ヵ
月

以
内
に
法
務
局
（
登
記
所
）
に
申
告

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
家
屋
状
況
を

明
ら
か
に
し
、
構
利
関
係
を
登
記
す

る
前
提
と
し
て
、
家
屋
台
張
に
登
録

す
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
怠

り
ま
す
と
、
そ
の
家
屋
は
い
つ
ま
で

も
籍
の
な
い
状
態
と
な
り
叉
①
所
有

権
の
登
記
を
す
る
場
合
②
売
買
贈
与

な
ど
所
有
権
移
転
の
登
起
を
す
る
場

合
③
抵
当
権
の
設
定
の
登
記
を
す
る

場
合
な
ど
に
麦
障
が
生
じ
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
建
築
、
増
築
を
し
完
成

し
ま
し
た
ら
早
く
申
告
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と

過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
A
57
型
各
地
に
流
行

　
申
告
の
手
続
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
財
務
課
、
新
潟
地
方
法

務
局
十
日
町
出
張
所
に
お
た
す
ね
下

さ
い
。

外
出
後
は
忘
れ
ず
ウ
ガ
イ

2
、
無
理
を
し
て
仕
事
を
し
た
り
外

　出し

た
り
し
な
い
こ
と
．

米
屋
さ
ん
の

　
　
　
変
更
を
受
付
け
ま
す

米
穀
消
費
者
で
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
配
給
所
を
変
更
い
た
し
た
い
方

は
十
一
月
二
十
日
一
日
限
り
市
役
所

経済

課
及
び
各
出
張
所
窓
ロ
ヘ
主
食

購
入
通
帳
と
印
鑑
を
ご
待
参
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

但
し
変
更
す
る
時
は
前
の
配
給
町

の
米
代
金
を
完
納
の
上
し
て
下
さ

い
。

；
剛
；
3
＝
＝
＝
＝
＝
＝
●
一
働
＝
3
＝
一
＝
＝
＝
3
一
一
＝
噌
一
＝
一
3
”
二
＝
＝
咽
・
＝
一
＝
一
一
＝
＝
噂
一
＝
＝
一
＝
．
＝
＝

新
卒
業
生
の
就
職
問
題

　
五
月
よ
り
七
月
に
か
け
て
全
国
的

に
猛
威
を
振
る
っ
て
流
行
し
た
カ
ゼ

は
東
京
A
5
7
型
と
い
わ
れ
た
．
非
常
に

悪
性
の
も
の
で
し
た
。
寒
さ
に
向
い

再
び
流
行
し
つ
＼
あ
り
ま
す
。

　
特
に
寒
冷
期
に
は
肺
炎
を
併
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
お
、
互
に
充
分

注
意
い
た
し
ま
し
よ
う
。

◎
予
防
と
し
て
は

ー
、
外
出
後
は
か
な
ら
す
ウ
ガ
イ
を

励
行
す
る
。

2
、
充
分
睡
眠
を
と
る
。

3
、
過
勇
を
避
け
る
。

4
、
栄
養
を
と
り
身
体
の
抵
抗
力
の

増
進
を
は
か
る
．

5
、
殊
に
幼
小
児
は
抵
抗
力
が
弱
い

か
ら
集
会
場
な
ど
に
出
入
し
な
い

　
こ
と
．

◎
罹
っ
た
な
ら

ー
、
悪
寒
、
発
熱
頭
痛
、
咽
頭
痛
な

　
ど
症
状
を
感
じ
た
ら
阜
期
に
受
診

し
治
療
を
す
る
。

　
　
年
末
保
証
融
資

　
　
　
　
恒
例
の
年
末
保
証
融
資
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
一
、
保
証
融
資
目
標
額
三
億
五
千
万
円

　
　
　
　
二
、
融
資
金
融
機
関
　
　
市
内
銀
行
、
商
工
信
用
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
中
金

　
　
　
　
三
、
貸
付
対
象
者
　
　
　
市
内
中
小
企
榮
者

　
　
　
　
四
、
資
金
使
途
　
　
　
　
年
末
決
済
用
運
転
資
金

　
　
　
　
五
、
貸
付
条
件
　
　
　
　
①
貸
付
金
額
闘
五
十
万
円
以

内
②
期
聞
“
三
カ
月
以
内
③
利
率
6
各
金
融
機
関
貸
出
利
率
に

よ
る
④
保
証
人
皿
一
名
以
上
　
⑤
保
証
料
㎜
、
百
円
に
つ
き
日
歩
六

厘
　
⑥
取
扱
期
日
ド
十
一
月
一
日
よ
り
十
二
月
二
十
日
迄
⑦
申
込

販
扱
虻
信
用
保
舐
協
会
麦
所
（
商
工
会
議
所
）

　
一
、
特
色
の
あ
る
こ
と
は
、
「
全

国的に

一
斉
に
就
職
試
験
関
係
の
仕

事
が
行
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す

こ
の
こ
と
は
一
せ
い
，
に
競
餉
が
行
わ

れ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
何
よ
り
も
は

う
き
り
し
た
求
職
に
つ
い
て
の
目
や

す
を
も
っ
て
い
る
者
が
有
利
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
後
の
際
ま

で
、
自
分
は
ど
ん
な
職
を
え
ら
ん
だ

ら
よ
い
の
か
等
と
迷
っ
て
い
る
こ
と

で
は
困
り
ま
す
。

　
二
、
縁
故
就
職
と
か
、
家
族
的
優

遇
と
い
う
こ
と
に
は
、
も
う
一
ぺ
ん

考
え
な
お
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
こ
の
こ
と
は
縁
故
就
職
が
「
ま
た

だ
の
み
式
」
に
な
っ
て
、
や
と
わ
れ

色
女
な
条
件
が
は
う
き
り
し
な
く
な

り
、
行
っ
て
み
て
、
「
こ
ん
な
は
ず

で
は
な
か
っ
た
の
に
」
と
い
う
こ
と

が
多
く
な
り
が
ち
で
す
か
ら
で
す
。

ま
た
家
族
的
優
遇
と
い
う
言
葉
は
何

か
血
の
か
よ
っ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ

ま
す
け
れ
ど
も
・
そ
の
反
面
・
十
時

防火週間

早い通報一
　一少ない損害

十日町常備消防TEし450

間
以
上
の
労
働
時
間
に
な
っ
た
り
、

食
事
や
休
養
の
こ
と
な
ど
も
ズ
ル
ズ

ー
ル
と
不
適
当
な
方
向
に
む
く
こ
と
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
こ
と
＼
い
い
対
し
ょ
う
に
な

る
の
に
商
店
連
盟
と
い
う
東
京
で
試

み
て
い
る
求
人
組
織
で
あ
り
ま
す
が

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
方
向
と
し
て
注

目
に
あ
た
い
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す

　
三
、
「
自
分
の
適
性
は
固
定
し
て

き
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
て
、

こ
れ
か
ら
仕
亭
を
し
て
行
く
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
仕
事
を
通
し
て
発
鈷
し

作
り
上
げ
て
行
く
も
の
だ
」
と
い
う

考
え
万
も
一
面
の
真
理
を
物
語
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

う
い
う
よ
う
に
固
定
的
で
な
く
、
形

成
的
な
も
の
と
考
え
る
と
、
案
外
就

職
問
題
も
ひ
ら
け
て
行
く
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
§
●
㌔
』
響
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兜
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
土

　
◇
着
　
工
◇

　
道
路
▽
高
場
軽
沢
線
道
路
改
良

工
事
巾
四
M
、
第
一
．
工
区
九
二
五
M

第
二
工
区
一
、
〇
九
八
M
▽
川
原
町

北
原
線
道
路
改
良
工
事
巾
六
．
M
第
一

工
区
八
七
六
M
、
第
二
工
区
一
、
二

七
四
M
▽
高
山
区
画
整
理
道
路
開
ざ

く
工
事
巾
六
M
第
一
工
区
八
一
二
M

第
二
工
区
一
、
三
四
八
、
九
M
▽
住

吉
稲
荷
町
線
都
市
計
圃
街
路
築
造
工

事
巾
十
五
M
、
延
三
五
〇
M
．

　
建
物
▽
職
員
宿
舎
移
転
改
築
工
、

事
木
造
二
階
建
五
三
・
五
坪

　
◇
竣
　
工
◇

　
道
蹉
▽
高
田
町
東
線
側
溝
改
良

工
事
七
〇
・
五
〇
M
▽
赤
倉
線
赤
倉

地
内
道
路
復
旧
工
蟻
七
M
▽
上
貫
線

仙
之
山
地
内
道
路
復
旧
工
事
六
M
▽

樽
沢
線
樽
沢
地
内
道
路
復
旧
工
事
十

M
▽
二
子
線
道
路
復
旧
工
嶺
十
二
M

▽
上
貫
線
漉
野
地
内
道
路
復
旧
工
覇

十
一
巫
。

　
建
物
▽
十
日
冊
中
学
校
独
“
図

書
舘
新
築
工
事
五
十
八
坪

お
知
ら
せ

◎
水
道
工
事
の
指
定
店
左
の
通
り
。

　
羽
生
田
鉄
工
所
十
日
町
出
張
所

　
十
日
町
鉄
工
業
協
同
組
合

◎
「
児
童
福
祉
に
罵
出
ど
関
芳
織
物

工
場
関
口
芳
正
さ
ん
は
長
女
泉
さ
ん

の
死
去
に
際
し
、
香
資
の
う
ち
一
万

円
を
児
童
福
祉
に
使
，
て
下
さ
い
と

乙
寄
附
な
さ
い
ま
し
た
。

　
　
母
の
ね
が
い
、

新座小

学
校
を
お
と
す
れ
、
先
生
方

を
通
し
て
「
子
ど
も
か
ら
お
母
さ
ん

へ
の
ね
が
い
」
「
母
親
か
ら
こ
ど
も

へ
の
ね
が
い
」
に
つ
い
て
の
こ
と
ば

を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
し
た
。
か
ぎ

ら
れ
た
時
間
で
、
か
ぎ
ら
れ
た
人
た

ち
の
声
で
は
あ
う
た
が
、
そ
っ
ち
ょ

く
な
言
葉
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
。

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

欝
熱
、

　
　
　
郵
い
鐡
∩
．
》

　
　
　
　
　
　
5
鞄
、

母
か
ら

◎
母
親
学
級
や
P
T
A
で
勉
強
し
て

子
ど
も
た
ち
に
聞
か
れ
た
時
、
答
え

ら
れ
る
よ
う
に
勉
強
し
た
い
。

◎
こ
と
ば
づ
か
い
は
「
ウ
ン
」
や

「
ウ
ン
ナ
」
な
ど
目
上
の
人
を
馬
麗

oつ』こつ
『が

》
子
の
ね
が
い

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

か
り
叱
ら
な
い
で
い
た
y
き
た
い
。

◎
用
事
を
い
い
つ
け
る
時
何
か
買
っ

て
や
る
か
ら
と
云
っ
て
は
い
つ
も
た

ら
か
さ
れ
る
。
う
そ
を
云
わ
な
い
で

ほ
し
い
。

◎
た
ま
の
休
み
に
は
親
と
一
緒
に
町

へ
逓
び
に
い
き
た
い
。

　
て
ん
ら
ん
会
の
よ
う
い

　
　
　
新
座
小
一
一
年

　
　
　
　
　
　
大
久
保
芳
則

　
δ
う
ぎ
マ
ッ
チ
ば
こ
を
あ
つ
め
て

汽
車
を
つ
く
り
ま
し
た
。
三
ぱ
ん
が

い
ち
ば
ん
さ
き
に
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
の
つ
ぎ
に
二
は
ん
と
一
ば
ん
が
つ

く
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ぽ
く
と

多

ゆ
う
さ
く
く
ん
と
く
み
こ
さ
ん
と

で
、
は
こ
で
、
な
ん
か
い
も
あ
る
、

た
て
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。
み
ん

な
で
き
た
の
で
、
だ
い
の
上
に
お
い

て
お
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
艇
豊

　
　
　
　
　
　
　
聾

　
　
　
　
，

　
　
　
ま

ρ

に
し
た
．
小
う
な
こ
と
ば
は
止
め
て
も

ら
い
た
い
．

◎
道
路
酒
掃
で
砂
．
煙
を
も
う
も
う
と

上
げ
る
、
そ
ん
な
時
「
止
め
て
」
と

い
う
注
意
を
素
直
に
き
い
て
も
ら
い

た
い
。

◎
親
は
家
な
み
の
努
力
は
し
て
い
る

か
ら
服
装
な
ど
人
真
似
を
し
な
い
で

ほ
し
い
．

　
子
ど
も
か
ら

◎
子
ど
も
の
欠
点
を
よ
そ
へ
い
っ
て

』
し
や
ぺ
ら
な
い
で
も
ら
い
た
い
．

◎
疲
れ
た
顔
ば
か
り
し
て
な
い
で
た

ま
に
は
阜
く
寝
て
ほ
し
い
。

◎
御
飯
の
時
、
小
書
を
く
ど
く
ど
と

云
わ
な
い
で
．
い
た
だ
き
た
い
．

◎
い
っ
で
も
持
う
て
い
か
れ
る
よ
う

お
金
を
用
意
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

◎
小
さ
い
子
が
悪
い
の
に
上
の
子
ば

　
　
　
　
　
　
　
、
臓

　
　
　
　
　
　
　
。
由

　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
並

け
ん
じ
く
ん
が
ま
ど
を
あ
け
る
と

一
風
が
ふ
い
て
き
て
、
だ
い
の
上
の
汽

車
が
お
ち
た
の
で
、
、
先
生
が
あ
げ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
汽
車
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
け
ん
じ
く
ん
と
と
し
あ

き
く
ん
と
ふ
じ
さ
ん
は
、
く
ま
を
つ

く
り
ま
し
た
。
ぼ
く
と
と
し
た
か
く

ん
は
、
こ
う
も
り
つ
く
り
を
し
ま
し

た
。
先
生
が
ぼ
く
と
と
し
た
か
く
ん

に
「
こ
う
も
り
に
、
は
ね
を
つ
け
る

か
ら
く
ろ
い
き
れ
を
も
っ
て
き
な
さ

い
」
と
い
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
つ

ば
め
も
人
も
つ
く
り
ま
し
た
。

　
三
年
生
の
き
よ
う
し
つ
を
か
り
て

で
き
た
も
の
を
な
ら
べ
ま
し
た
．

『
秋
』

同
校
三
年
　
庭
野
芳
男

　
高
い
空
に

　
ま
っ
か
な
お
山

　
秋
は
ほ
ん
と
に
い
い
な

　
く
り
も
な
る

　
か
き
も
な
る

　
秋
は
い
い
な

　
『
ネ
ズ
ミ
」

『
同
校
四
年
　
樋
熊
昭
一

　
手
ネ
ズ
ミ
が
チ
ョ
ロ
ッ
と
天
じ
よ

う
へ
か
け
の
ぽ
っ
た
。
ダ
イ
コ
ン
の

く
す
が
か
ま
ど
の
上
に
あ
っ
た
。
ネ

ズ
ミ
が
ひ
っ
ぱ
っ
て
き
た
も
の
ら
し

い
◎

　
こ
の
間
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
た
ね
に
し
よ
う
と
思
っ
て
と
っ

て
お
い
た
と
う
豆
が
天
じ
よ
う
に
あ

る
。
ネ
ズ
ミ
の
出
入
り
口
か
ら
半
分

出
て
い
た
。
も
う
き
れ
い
に
た
べ
て

あ
っ
て
、
の
こ
っ
て
い
る
の
は
し
ん

だ
け
だ
っ
た
。

　
電
気
が
つ
い
て
い
て
も
、
そ
ば
に

人
が
い
て
も
、
へ
い
き
で
ガ
タ
ゴ
ト

と
戸
だ
な
の
後
で
や
っ
て
い
る
。
時

々
天
じ
よ
う
か
ら
戸
だ
な
の
上
に
と

ぴ
お
り
る
こ
と
が
あ
る
．
す
る
と
、

ガ
チ
ャ
ー
ン
と
中
に
入
っ
て
い
る
茶

わ
ん
の
音
が
す
る
の
で
、
少
し
の
間

静
か
に
な
る
が
、
す
ぐ
い
た
す
ら
を

は
じ
め
る
。
ガ
ラ
ッ
と
し
よ
う
じ
を

あ
け
る
と
、
か
ま
の
後
な
ど
に
か
く

れ
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
チ
ョ
ロ

く
と
出
て
き
て
天
じ
よ
う
に
か
け

あ
が
る
の
だ
．

　
ぽ
く
は
ね
す
み
が
き
ら
い
だ
。
こ

わ
く
は
な
い
が
、
見
る
と
な
ん
と
な

く
気
待
が
わ
る
い
。
ネ
ズ
ミ
の
目
は

黒
く
て
ま
る
く
て
か
わ
い
い
の
だ
が

あ
の
ブ
キ
く
し
た
長
い
し
っ
ぽ
の

所
が
き
ら
い
な
の
だ
。
ネ
ズ
ミ
は
り

こ
う
で
、
も
の
を
た
べ
る
時
は
ち
ゃ

ん
と
立
っ
て
た
べ
る
の
だ
．

　
き
よ
う
も
え
さ
の
な
い
な
が
し
で

ガ
タ
ゴ
ト
く
は
じ
ま
っ
た
。

『
こ
た
つ
』

同
校
五
年
　
大
島
裕
一

　
こ
た
つ
の
中
に

　
み
ん
な
の
足
が
入
っ
て
い
る

　
ど
れ
が
だ
れ
の
足
だ
か
わ
か
ら
な

　
い

　
人
の
足
が
動
く
と

　
つ
ら
れ
て
動
く

　
同
校
　
六
　
年
　
大
久
保
奈
々
雄

タ
立
で
松
の
根
本
に
雨
や
ど
り

　
同
校
六
年
越
村
勝
彦

笠
と
ら
れ
　
な
お
い
ば
り
た
る
か

が
し
か
な
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